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論 文 要 旨	 	 	 	 	 	 
 
 

所属ゼミ	 林	高樹	研究会	 学籍番号	 81431207	 氏名	 森	真人	

	

（論文題名）	

ビックデータ分析の活用による高齢者のＱＯＬの評価及び向上の研究	 	 	 	 	

－全国食品スーパーのＩＤ付ＰＯＳデータの分析から－	

	

（内容の要旨）	

	 日本のマクロ面での最大の課題の一つは、「少子高齢化」である。支援を必要と

する高齢者は増加するものの、この高齢を支える家庭と地域の力は低下傾向とな

っていることは、政府の地域包括ケアシステムにおいて取り組んでいる重要課題

である。	

	 そこで本論文は、ビッククデータ分析によって、このような社会問題解決を図

ることを目的として、ＩＤ付ＰＯＳデータの情報による前期高齢者のＱＯＬ指標

を開発し、その評価及び向上策を考察した。	

	 研究対象として、経営科学系研究部会連合協議会主催の２０１５年度データ解

析コンペティションにおける全国食品スーパーのＩＤ付ＰＯＳデータを用い、実

証研究を行った。全国食品スーパー９７５店舗の２年間（ＦＹ２０１３・２Ｑ〜

ＦＹ２０１５・１Ｑ）のビックデータを統計的な手法を用いて分析し、ミクロな

構造を可視化した。	

	 特に前期高齢者（６５歳以上７５歳未満）をクラスタリングし、事実に即した

購買行動を分析した。また、この購買行動分析をさらに発展させ、食品スーパー

の視座に立って、高齢者クラスターの推移確率をモデリングし、マルコフモデル

の適用を図り、ＬＴＶを測定した。さらに、顧客の離脱防止に関わる具体的なビ

ジネス施策を考察するとともに、食品スーパーへのインタビュー調査を実施する

ことによって実証研究を行った。	

	

 


